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資金分配団体
プログラム・オフィサー（PO)研修

評価パート①

2020年11月11日

一般財団法人CSOネットワーク

本講座の資料は、JANPIAの委託により、一般財団法人
CSOネットワークの責任のもと、以下のメンバーに
よって作成されました。
今田克司、千葉直紀、大沢望
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本研修に臨むにあたって

休眠預金等活用制度は、資金分配団体と実行団体の皆さんと
一緒に作り上げていくものです。本オリエンテーションでは
参加や双方向性を意識してより良い時間にしましょう。

「気づき・感想」や「疑問・質問」は、
いつでもZoomのチャット欄に書いてください。

全体用のJamboardも用意しました。
https://jamboard.google.com/d/1do4MV48ldJ0mYAttmWiJ916e1lIhRpFAQl_OfHP8GFo/viewer?f=0

https://jamboard.google.com/d/1do4MV48ldJ0mYAttmWiJ916e1lIhRpFAQl_OfHP8GFo/viewer?f=0
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本研修に臨むにあたって

以下のように意識をセットし直して、本研修をこれからの皆さんの実践に
つなげていただけると幸いです。

・JANPIA POにワークを進めてもらうのではなく、資金分配団体の
皆さんこそが議論をリードしてください（主客逆転）。

・事業設計や評価設計において正しさを決めるのは、資金分配団体の
皆さんです。JANPIA POや講師陣（CSOネットワーク）は、そのため
の壁打ち役やリソースパーソンとして活用ください。



3Copyright 2020 JANPIA  本資料の内容を当機構に許可なく複製・転載・転用することは禁止いたします。

３日間（11/10,11,17）の到達目標

①事業計画と評価計画を実効性の高いものに進化させる

②実行団体の公募要領に盛り込むべき内容が明らかになる

③実行団体向けのオリエンテーションや伴走支援のイメージが
掴めるなど、評価の活用方法・伝え方の勘所が掴める

④資金分配団体同士の実践状況を知り、現場PO同士の横の
つながりが強化される

CSOネットワークのセッション（事業計画立案、評価パート①〜③）の到達目標は、以下です。
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目次

１．【全体共有】セオリーオブチェンジや公募設計の現状共有、相互学習 45分

２．【講義】アウトカム指標・アウトプット指標の考え方 60分

３．【ワーク】アウトカム指標・アウトプット指標を考える 60分

４．クロージング＆チェックアウト 5分

＊間に休憩を５〜１０分間入れます。
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目次

１．【全体共有】セオリーオブチェンジや公募設計の現状共有、相互学習 45分

２．【講義】アウトカム指標・アウトプット指標の考え方 60分

３．【ワーク】アウトカム指標・アウトプット指標を考える 60分

４．クロージング＆チェックアウト 5分

＊間に休憩を５〜１０分間入れます。
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現状共有・相互学習

セオリーオブチェンジや公募設計の現状共有をおこない、
相互学習につなげましょう。

⚫１グループ２〜３団体で、ブレイクアウトルームを作成します

⚫セオリーオブチェンジや公募設計について、現状共有をおこなってください
• その際に、こだわった点、工夫した点、悩んでいる点も含めてお話しください

⚫意見交換をしたい点を決めて、自由に話し合いましょう
• 意見交換の中から、自団体の事業設計や公募設計に活用できる点を抽出しましょう

ブレイクアウト・セッション（45分）
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現状共有・相互学習

ブレイクアウトルームで議論を行う中で、
気がついたこと、疑問に思った点等を
Jamboard（またはチャット）で

共有しましょう
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目次

１．【全体共有】セオリーオブチェンジや公募設計の現状共有、相互学習 45分

２．【講義】アウトカム指標・アウトプット指標の考え方 60分

３．【ワーク】アウトカム指標・アウトプット指標を考える 60分

４．クロージング＆チェックアウト 5分

＊間に休憩を５〜１０分間入れます。
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指標について

出所：評価の手引き ドラフト版 （JANPIA）
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指標について

「事業設計の分析」で設定した「アウトカム」 、 「アウトプット」について、
それらの状態を測るための「指標」を設定します。

アウトカム 指標

「対象を何で測るか？」
（物差し）

「測る対象は何か」

指標を考えるときの留意点
１．事業設計に基づいて検討する（文脈が大事）
２．既存の指標にとらわれない
３．指標設定後に事業設計を見直す
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指標について

例えば、「地域が豊かになる」といっても、、、

 指標の設定＝「価値」の選定

 「地域が豊かになる」？

測るべき価値・測りたい価値が測れているか？？？

住民同士の交流？（⇒ イベントの数・参加者数？）
地域経済の活性化？（⇒ 企業の誘致数、新規雇用数？）
観光客の増加？（⇒ メディアで取り上げられる数？ 観光客の数？）
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指標について

出所：評価の手引き ドラフト版 （JANPIA）
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指標について

指標を設定したら、事業の重要な関係者で確認します。
また「評価の５原則」のうち、「多様な関係者の参加、連携、協働」、「信頼性」、「透
明性」を意識することも重要です。

指標のチェック項目

「設定しようとしている短期アウトカム指標は...」

□ 事業目標を客観的に検証する指標となっているか。
□ 収集するデータは信頼性・透明性が確保されているか。
□ 事業が事業対象グループにどのような便益をもたらすかが明確か。
□ 費用と測定の実現性から実際に測定可能な指標といえるか。
□ 目標値は事業の達成度を客観的に検証できる内容といえるか。

出所：評価の手引き ドラフト版 （JANPIA）
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指標設定のステップ

指標設定は、以下のステップで進めることをお勧めします。

Step1：アウトカム
取り扱うアウトカムを決める（重要性の原則で絞り込み、
資金的支援と非資金的支援からそれぞれ抽出する）

Step2：アウトカムの
エピソードの抽出

望ましい状態、実施に起こると良いことについて、具体的なエ
ピソードを複数出してみる

Step3：変化のエピ
ソードの整理

望ましい変化のエピソードをたくさん出したら、整理をして
代表的な状態まとめましょう

Step4：指標（案）
の設定

整理した具体的な状態は、どんな“物差し”であれば測
ることができるか考えましょう

Step5：事業設計と
の整合性チェック

事業設計（ToCなどのセオリー）に立ち戻って、その“物
差し”で、測りたい価値が測れるのかを考えてみましょう
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事例：日本対がん協会 がん患者支援などの事業（2019年度通常枠採択時）

指標設定のステップ
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Step１：アウトカム

支援地域で、就労支援事業により、がんになっても共生して仕事できるような環境改善の傾向が見え始める。

指標設定のステップ

Step２：アウトカムのエピソード

がんになった当事者は、会社に適切な相談ができずに、離職してしまう状況がある。企業側の備えもできておらず、従業員
から突然打ち明けられると対応できない。就労支援をおこなうサポートグループが存在するが、認知度が低くつながらない。

Step３：変化のエピソードの整理

「がんになっても共生 して仕事できる環境整備」とは、がんになっても当事者が離職しない状態。それをサポートしてくれる
企業が増えている状態。また就労支援をおこなうサポートグループとつながっている状態。

Step４：指標の案の設定

①がんと診断された方の就労継続状況／離職状況、②支援地域で、就労支援問題に積極的に取り組む中小企業数
③がん罹患者のうち、就労支援をおこなうサポートグループと継続的につながる患者数

Step５：事業設計（セオリー）との整合性チェック

「この指標であれば、当初考えていたToCおよびアウトカムと整合性がある！」

指標設定の５つのステップに沿って考えると、以下のようになります。

事例：日本対がん協会 がん患者支援などの事業（2019年度通常枠採択時）
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事例：日本対がん協会 がん患者支援などの事業（2019年度通常枠採択時）

非資金的支援のアウトカム指標

組織基盤強化
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非資金的支援のアウトカム指標

事例：中部圏地域創造ファンド NPOによる協働・連携構築事業（最新版）

組織基盤強化
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非資金的支援のアウトカム指標

事例：中国5県休眠預金等活用コンソーシアム 休眠預金活用事業（最新版）

組織基盤強化

環境整備
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初期値・目標値の設定

出所：評価の手引き ドラフト版 （JANPIA）
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ルーブリックの活用

出所：https://www.bownet.co.jp/solutions/e-learning/rubric/

評価項目とレベルで学習到達度を
示したもの
ある課題についての達成レベルを

観点と尺度からなるマトリクス表
で評価したものを指します。
• 縦軸＝評価項目：観点（提出

物、授業態度などに評価対象を
分類したもの）

• 横軸＝レベル：尺度（達成レベ
ルをアルファベットや数字で数
段階に分けて示したもの）

評価尺度の作り方として、「ルーブリック」を作成してみましょう。日本では学習の達成度を測る評
価方法として教育分野(例：成績表)で多用されています。

出所：https://studystudio.jp/contents/archives/43779
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ルーブリックの活用

出所：評価の手引き ドラフト版 （JANPIA）

休眠預金等活用事業でルーブリックを作成する場合は、以下のステップで進めることをお勧めします。

ステップ1 評価の
観点を決める
どのような観点で評
価するか考えます。
評価したい点を必要
に応じて更に分類し
ます。

ステップ2 判断の尺度を決める
各評価の観点について、達成レベル
に合わせた目標値を考えます

ステップ3 評価項目の優先順位を決める
評価の観点のうち、どれがもっとも重要であるか考えます。事業の中長期アウトカ
ム、短期アウトカムを踏まえ、優先順位をつけましょう。
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ルーブリックの活用

出所：JANPIA 2019年度資金分配団体 PO研修資料

実行団体の
ルーブリック
（サンプル例）
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目次

１．【全体共有】セオリーオブチェンジや公募設計の現状共有、相互学習 45分

２．【講義】アウトカム指標・アウトプット指標の考え方 60分

３．【ワーク】アウトカム指標・アウトプット指標を考える 60分

４．クロージング＆チェックアウト 5分

＊間に休憩を５〜１０分間入れます。
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ワーク：指標の設定

ブレイクアウト・セッション（60分）やってみましょう

作成したセオリーオブチェンジと、
設定した短期アウトカム・アウトプットを踏まえて、
それぞれの指標（短期アウトカム指標、アウトプット指標）を考えてみましょう。
また、その指標の初期値・目標値等を設定しましょう。

ワークは、各団体が使いやすいツールを使っていただいて構いません。

全体用のJamboardは、以下です。
ワークを通して気がついたこと、疑問点・不明点、その他のコメントを、本ボードに付箋で貼ってください。
https://jamboard.google.com/d/1do4MV48ldJ0mYAttmWiJ916e1lIhRpFAQl_OfHP8GFo/viewer?f=0

https://jamboard.google.com/d/1do4MV48ldJ0mYAttmWiJ916e1lIhRpFAQl_OfHP8GFo/viewer?f=0
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ワーク：指標の設定

ブレイクアウトルームで議論を行う中で、
気がついたこと、疑問に思った点等を
Jamboard（またはチャット）で

共有しましょう
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目次

１．【全体共有】セオリーオブチェンジや公募設計の現状共有、相互学習 45分

２．【講義】アウトカム指標・アウトプット指標の考え方 60分

３．【ワーク】アウトカム指標・アウトプット指標を考える 60分

４．クロージング＆チェックアウト 5分

＊間に休憩を５〜１０分間入れます。


